CORONA 


コ□ナ半密閉式石油ストーブ 


取扱説明書 



このたびは、コ□ナ扫油ストーブをお買いあば 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになる方びい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 警告 

(§) 
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1 •特に綿しでいただきたいことほ全のために必ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味はなのよラになつ 
でいます。内容をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が'死 t 、 重傷を負ラ巧能性、または乂災の巧 
能性が'想定される内容を示しでいます。 


ろち この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ巧能性や物の損害の発生び想定 
/\\*^ クち^される内容を示しでいます。_ 


戸 絵表示の例 



A A 記导はま意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミ主意内容(を図の場含は一般的なミ主意)が'描かれでいます。 





〇記岩は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容(左図の場ちはガソリン禁止）が'描かれでいます。 

〇記岩は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場含は電源プラヴをコン t ントから抜いでくださし、) 
び描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 

•ガソリン厳禁 


ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使用しないでください。 
乂災の原因になります。 




♦煙突外れ危険 

煙突が'外れたまま使用しないでください。 

外れでいると運乾中にがガスび室内に漏れで、危険です。 


•煙突閱そ < 危険 

煙突が'つまったり、ふさびれたままで使用しないでください。 
閱そくしでいると運転中に排ガスが'室内に漏れで、危険です。 


♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び落下しで乂びつき、乂災の原因になります。 


•スプレー宙厳禁 

スプレー生や力じットこんろ用ボンベなどをス I -ーフ''の上や前に放置 
しないでください。熱で左の圧力び上びり、爆発しで危険です。 



♦低温やけどに注意 CUH -7711 PF 0 

長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。 

比較的おい温度でち低温やけどや脱水症がの原因となります。 





•特に注意しでいただきたいこと(まをのために必ずお守りください) 


必注意 (CAUTION) 


•カーテン、寝具など可燃物近接禁止 

カーテン-巧団や毛巧など燃えやすいちののそばなどで使用しないでください。 
乂災び発をするおそれびあります。 

巧燃物との離隔距離についでは30ページを参照しでください。 

♦給油時消义 

乂災のおそれび'ありますので、給ミ由は、必す消乂し、乂の気のない 
ところで巧つでください。 

•油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送ミ由管 • 接台部 • 給ミ由コツクおよび機器などからののミ由漏れが'ない 
ことを確認の上ご使用ください。の油び'漏れでいると乂災のおそれが'あります。 



0 



コ''ム製送油管 



〇 


•異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは使用しないで<ださい。 
異常燃焼のおそれが'あります。 



0 


•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部(枠上部、前面ガードなど)、排気筒(煙突）に手などふれないでください。 
やけどのおそれが'あります。 




•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


m 0 


♦分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないで<ださい。 
不完をな修理は、危険です。 




•腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、やけどのおそれが'あります。機器 
の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないでください。かが'かかると漏電や故障のおそれが'あります。 


0 


•改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストーブ'や煙突には床暖房用の熱交換器などを取りがけない 
でください。乂災やがガスが'室内に漏れる原因となり危険です。 


0 


•換気扇使用禁止 

ス I -ーブを使用しでいる同室内で換気扇を使用しないで<ださい。 

立消えしで爆発燃焼するおそれが'あります。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでふさが'ないでください。 


ち 


慰 


0 


>ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。次の煙突設置の場合は 
必ずダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) を取り巧けでください。 

-集合煙突に接続する場台-標準寸法似上に立ち上びりび高い場台 
-風び強くで炎び洗むよラな場含 


ドラフトレギュレータ 


\主 


〇 


♦特殊用途には使用しない 

食品-精密機器-美術品の保をや、動植物の飼育-栽培などには使用しないでください。 


0 

































































1 •特に注意しでいたださたいこと(安をのために必ずお巧 0 ください) 


A 注意 ( caution ) 

♦電源コードを傷めない . ，r 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持って引き抜かないでください。 

乂災や感電の原因になります。 // 

a 0 

♦電源プラグは確実に差し込む HV 

電源プラヴはコン t ントに根元まで確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用しないでください。乂災の原因 、、がみ 
になります。めれたまでの巧き差しはしないでください。感電の原因になります 。ノノ 

〇 

♦長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、必す電源プラグをコンじント 
から抜いでください。乂災やそ想しない事故の原因なります。 

运 

♦電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを属物を除去しでください。 

ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 

〇 

参な油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 

〇 

♦変質な油禁止 

変質'な油、不純な油（ミちれたな油、かの混じっでいるな油など）を使用しないでください。 
異常燃焼や故障のおそれが'あります。 

0 


参シスターンの水位に ま意 ( UH -7711 PR ) 

循環かは少しずつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位が'規定か位にあることを確認 
し、不足しでいる場台は補巧液を補給しでください。 

上限水位必上は、入れないよラミ主意しでください。 

(床暖パネルを接続しない場合は、循環かは不要です。） 



A 


参カーぺッ S のはがれにま貴 CUH -771 1 での 

カーぺットが'ずれたり、めくれたまま使用しないでください。 
床パネルに直接触れるとやけどのおそれびあります。 



•循環液（循環水-不凍液）の保管に注意 C UH -7711 PFO 

幼巧のミの届かない所に保管しでください。 

巧一飲んだ場台には吐かせで、医師の診断を受けでください。 

♦ネリめてお使いになるときのま意 



初めでお使いになるときは、耐熱透料などび焼き巧くまで煙と臭いび出ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場合が'考えられますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 


♦外出ずる時は消义 

外出のとさは、必す運転を停止し消乂し 
でください。 



♦可 I 燃物との距離を離ず 

巧燃物との離隔距離についでは、標準据巧 
け例 （30 ページ）を参照しでください。 




ノ 


•特に注意しでいただぎたいこと(まをのために必ずお守りください) 


' お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄ずるとをの注意 

参な油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するときは、必す定油面器の口 

な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売 

油を抜き取っでください。 （21 ページ） 

店にご相談ください。 

のミ由が'入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 


め事がになるおそれが'あります。 


V 

J 


2. ほ用する場所 


ストーブを安をに使用するためには、場所の遷定が'大切です。 


ままに使用ずるために 



参マントルピースなどには据がけないでくださし、。 


•標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 

参クリーニング店、美容院などの化尊薬品を使用する場所では使用し 
ないでください。化等薬品などの影響により、異常燃焼や故障の原 
因になります。 

•温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 


効果的に使用するために 



♦ち気の入ってくるち向、例えば窓側などに置くと、ち気びストーブ 
で暖められで巧流しますので、効果的です。 


出入□など人の通るところは、ぶ:つかると危険ですので避けでく 
ださい。 


参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似が'けましよラ。 


ストーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によつでストーブ本体の温度 
び上昇しで危険です。 

使用場所には十分ミ主意しで効果のに使用しでください。 




















































































3 •各部の名称 


1 PR のみ巧象です。 


正 面 


上面板- 

前面ガード-- 

ガラス円筒 — 


前板- 
調節刷 

置台- 



煙突接続 □ 
上面ガード 


とつで 


表示部 


運転スイッチ 


-本体固定金具 

_操作部 

(才ープンポケット） 
定ミ由面器リじットレノスー 



構造図 


〈 SV -7011 PR 構造図〉 




3 •各部の名称 


表巧部の名称と働ぎ 


■運活停止中およびタイマー運乾中は節電のため表示の巧るさ(輝度) 
び落ちます。 


《設定床温表示ランプ（緑） 

床温調節ボタンで設定した床温を表示し 
ます。 

床暖房運転時に点なします。 

左から3個目のランプが'点なしたときは 
適温設定になります。 


ミ主） XEP は UH -7711 PR のみが象です。 


時刻表示(緑） 


通常は現を時刻を表示します。 
タイ7—運起時はタイマーじット 
時刻を表示します。 


〈 UH -7711 PR 〉 


設定床温 


時計 


低 


局 


戶〇 〇 〇 〇 〇 〇) 


設定室温表示（緑） 


室温設定ボタンで設定した室温を 
デジタル表示します。 

ストーブにトラブルび発生すると、 
トラブルのが態び記岩表示（自己 
診断モニタ）されます。 


タイ 7- 


ミ几申 
己交疋 


を前 
す後 

EI 

参 

• 

0 0 


室温 


Q 運転 


■ G サポートヒーター 


CRYSTAL DIGITAL 


《サポートヒータ 
運輯ランプ(ホ） 


サポートヒータ運お 
中は点なします。 
サポートヒータ運お 
停止中は消のします。 


-0 タイ 7— 


DISPLAY 


eco 



eco 運転表示ランプ(緑） 

eco (エコ）運転中は点な 
し、解除すると消なします。 


運輯ランプ(緑） 


運転スイッチを巧す （■) 
と点なします。 

ちラー度巧す （ 且 ） と消の 
します。 


タイ7—表示ランプ(緑） 

タイ7—運転中は点のします。 
タイ7—運転停止中は消巧し 
ます。 


運転スイッチ 


巧す （■) と運お（点乂） 
します。 

ちラー度巧す （ 1 ) と消乂 
します。 


〈 SV -7011 PR 表示部〉 










































































































































































































































































































































3 •各部の名称 








床暖 

- >1 

低^ 

レ /J 

\高 

床温調節 


の入 

サポート ヒーター 


サボー 


< UH - 7711 PR > 


•ヒータスイツチ 


「入」にすると運転します。 
「の」にすると停止します。 


サポートヒータの役目 


-サボートヒータは 電気 ヒータです。 

-客先や秋□など少し肌寒いと感じるくらい 
の季節にストーフ''を運おしないで床暖房運 
転びできます。 

•ストー ブ'床暖房+ サボートヒータで 床暖房 
能力をアップできます。 


時ボタン 


時刻表示の「時」を合わ 
せるときに巧します。 


分ボタン 


時刻表示の「分」を合わせるとき 
に巧します。 

時計調節スイッチの位置により、 
ボタンを巧したとさの進みちが'異 
なります。 

「時計合せ」…1分すつ進みます。 
「タイマー合せ J …5分ずつ進み 
ます。 


〈 SV - 701 1 PR 才ープンポケット〉 


义力調節ツ75を「自動」じ合れせると、インバ¬ 
夕一燃焼となり、 室温と設定温度の差に丽じて、 
自動脚こ义力が変化します。 


時計-タィマー 

白動 

J | 寺〇|1〇分 j 

(00 

入. 




手動义力調節 
微少ル中 づ 


〇9〇 


低め高め 

W A 

室温設定 


室温設定ボタン 


乂力調節つまみを「自動」にするとルー 
ムサーモによる室温設定〔30〜10で） 

び'スさまず 

「高め」…設定温度を1ですつ上げる 
「おめ」…設定温度を1でずつ下げる 


eco 運起ボタン 


eco (エコ）運転のじツト、解除をする 
ときに巧します。 


タイマーたットボタン 


タイマー運転 

運転スイッチ（または、サボートヒータスイッチ）を「入」にし、タイマー 
むットボタンを巧すことにより、 タイマー表示ランプび'点な、時刻表示に夕 
イ 7— じット時刻び継続しで表示され、タイ 7— 運転び開始されます。 

(タイ7—表示ランプび点なしなければタイマー運転は開始されません。） 
t ット時刻になると、タイ7—表示ランプが'消なし現在時刻が'表示されで自 
動的に運転び開始されます。 

タイ7—運転の解除 

タイマー運転中にもラー度、タイマーじットボタンを巧すとタイマー運転が' 
解除されます。 


オープンポケツト巧操作部の名称と働き 


■オープンポケットの開閉 

•才ープンポケットを軽く巧しこむと、ゆっくり開きます。操作後、軽く押しちどすと□ックしで止まります。 


操作するとさ似外は、閱じでご使用ください。 


■操作音についで 


参操作ボタンを巧すとピッと音びします。 

•誤操作をするとピッ音び2回します。 

■表/テ X 部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「通常」に含わせで「時ボタン」を押しなびら「分ボタン」を巧すことにより、表示部の明るさ 
を調節することびできます。 

(このときピッ音び2回しますび、誤操作ではありません。） 

ミ主）58印!は UH -7711 PR のみ巧象です。 


《床暖切換スイッチ 


「ストーブ'床暖」運転と「ストーブ'単独」運転を 
のり換えます。 


^床温調節ボタン 


温か出□温度を27〜70での難囲に設定します。 
•「低」…1回巧すたびに設定温度を6で下げる。 
•「高」…1回巧すたびに設定温度を6で上げる。 


時計調節スイッチ 


「時計合せ」…現在時刻ををわせる 
ときに「時計合せ」位置にします。 

「タイ7—合せ」…タイ7—たット 
時刻を合わせるとき「タイ7—合 
せ」位置にします。 

「通常」…現在時刻やタイ7— t ッ 
卜時刻を合わせたら、通常使用中は、 
「通常」に必すちどしでください。 


乂力調節つまみ 


乂力調節つまみを「微少」〜 
「大」の間で動かし乂力をリ 
ニアに手動調節します。 

乂力調節つまみを「自動」に 
合わせるとルームサーモによ 
る自動運転（室温設定ボタン 
で室温を設定）びできます。 


計 
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ストーブ 
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ストーブ 

床暖 

軍独 


4•使用前の準備 



燃料はなミ由 （ JIS 1 看な迪）を必ず使用しで<ださい。 广 

♦ IA 警告 I ガソリンなど揮発性の高い油は、絕巧に使用しないで<ださい。义災の原因になります。 

♦ 1么ま意1 変質な油、不純な油などは總夕すに使用しないで<ださい。 ( X ) 

•。^注意1な;巧は必ず义気-雨水-ごみ-高湿および直が曰がを避けた場所に保管しで < ださい 。 A 
ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使用すると異常燃烧や义災のおそれび'あります 。 W 


mssm •変質巧油、不純な'油が'原因で修理をされたとさは、保証期間中でち保証の対象外となります。 
参変質な油の処理でお困りの場台は、な'油をお買いずめの販売店にご相談ください。 



■給ミ由の隐のま順とま意 



*队注意]給ミ由は必ず消义しでからおこない、こぼれたな巧はよくふきとつでくださし、。 
义災のおそれびあります。 

•送ミ由バルブを閱じで給油□ふたを外し市販の給油ポンプで給油しでください。 

油量計の針び r 満 J をさしたら給油をやめでください。 

給油後は、給油□にあるストレーナを取り出しで、かやごみが'たまつでいたら掃除しで 
ください。 

♦ストレーナを取りがけで、給'油□ふたを必すちとどおり締めでください。 

•給'油の際は、が-ごみなどを入れないよラにま意しでください。 

水-ごみなどは燃焼不良や、ストーブ'の寿命低下などの原因になります。 

•給油□ふたは、確実に締めでください。_ 

义災のおそれが'あ0ますので、給ミ由は、必ず消义し、义の気のないとこ 
ろでおこなつでください。 


■燃料切れの注意と空気なぎの方法 


油タンクを空にしないよラに注意してください。 

油タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送ミ由びできなくなることびあります。 
このよラな場含は次の順唐で空気抜きをしでください。 



1. 送油バルブを閱め油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、コム製送'油管を外します。 

3. 送ミ由バルブを開けゴム製送油管からのミ由が'連続しで流れ出ることを確かめでからゴ厶 
製送ミ由管をちとどおりにストーブに取り付けます。（なミ由びこぼれないように容器を用 
意しでください。） 


運稳開始前の準備と巧認 


■ S を装置のたット、取扱上のま意 



定油面器のじット1 

初めで使用するときやシーズンネリめには、ストーブ正面ち下の定油面器リじットレバー 
(黒色）を左ち向に止まるまで巧しで<ださい。 


•リ它ットレバーは据巧け時やシーズン初めに操作します。定油面器に強い衝撃を 
ちえたり異常びあったときな外は、特に操作する必要はありません。 

巧一点乂操作後なミ由び出すにモニタサイン E 1または E 2び表示されるよラな場 
台はリたットレバーを押しでください。 

(ちをおび外れ、な油びス厶ーズに流れます。） 

参リじットレバーは乱暴に扱ったり、巧したままの状態には絶対にしないでくださし、。 






































































































































































































4 •使用前の準備 


運較開始前の準備と確認 


■送ミ由経あのが漏れの巧認 

♦ 松ま意1 油タンク-ゴム製送油管-接含部-給油コックおよび機器などからな®漏れびないことを確認の上 
ご使用ください。巧油が'漏れていると义災のおそれび'あります。 


•油漏れのあるときは使用を中止し、油タンクの送ミ由バルブを閉じでからお買い求めの販売店または、おおくのコロ 
ナサービスじンターに ご相談ください。 


■電巧配線の巧認 

♦ 险ま意1 電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し这んでください。 

•電源コードが'給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


忆ま意 I 電源プラグ•コードの発熱-発义を巧ぐために… 

参電源は必す適正配線されたお巧 100 V コン它ントを使用しでください。 

参電源コードは、違中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


■点义の要領とま意 ( UH -7711 PR ) 


巧暖切換スイッチの它ット 

ストーブ'単独で運転する場含は「ストーブ単独」に、ストーブ'床暖房運乾をおこなラ場含は「ストーブ'床暖」に、床暖 
切換スイッチをたットしでください。床暖の換スイッチのじットは運転開始前におこなつでください。 

参ストーフ''床暖房で運おする場合 参ストーフ''単独で運転する場合 




循環がのが位巧認 

1么?主,意1 ストーブを側面のが位計で、シスターンタンクの規定が位（上 
限水位と下限水位の間）まで循環化（コロナな暖房用循環液）び入ってい 
ることを確認しでください。循環がび'入っている場をは黄色になります。 
循環水は上限が上入れないよラ注意しでください。循環がを上限が上入れると使 
用かに循環がびあふれることびあります。 

水位び'下限が下の場さは、巧暖房専用補巧液を入れでください。 



温水配管の化漏れのお認 

参ストーブ内部や温水配管接含部からか漏れか'ないか確認しでください。 

参床暖パネルの温か配管の途中にバルブを取り付けた場含は、必すバルフ'が'開いでいることを確認しでくださし、。 


4•使用前の準備 


■運活かに巧暖の換スイッチを操作した場さのを意 

♦ I ストーブ単独ーストーブ床日罰 …自動的に一旦消乂しで、約10分後に再点乂し、ストーブ床暖房運乾を開始します。 

そのとき、「ジュー」といラ循環かの蒸発音び発をすることびありますび異常ではありません。 

• I ス I ブ床暖ース I ブ車盈] …運転はそのまま継続します。しばらくしで「ジュー」といラ循環かの蒸発音びしま 
すび異常ではありません。 


5•使用方法(使い方) 


運括開始(点义) 


•オープンボケット内の乂力調節つまみで「自動運較」と「手動運お」び設定できます。 
ご希望の運転ちまでご使用ください。 

广点义順唐^ 

■ストーブ火力調節旧動運活 j の場さ 



•乂力調節つまみを「自動」に台わせでください。設定室温と部屋のが巧に応じ 
た乂力で燃焼します。 

鲁時計合せは 15ページ 「現在時刻の調節ちま」を参照しでおこなつでください。 


( rUH -7711 PF 0 

ストーブ床暖房運原 



1 . 時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ'床暖」にちわせでくだ 
さい。 

3. 運転スイツチを押しで「入」にしでください。 

約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 



設定床温 

時計•タイマー 

設定室温 

11 ま.高 
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• 入.の■乂ゴグ 


※予備燃焼後約 2. 5分間、乂力はか乂力になります。 

参予備燃焼時に黄色いお（ホ乂）び混じる場含びありますび、異常ではありませ 
ん。 
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5 •使用ち法（使い方) 


►ストーブ床暖房プラスサポートヒータで 



CUH -7711 PR ) 


•サポートヒータは電気ヒータです。客先や秋□など少し肌寒いと感じるくらいの季節にストーブを運起しないで 
床暖房運乾びできます。 



’運転スイッチを巧す 
’サボートヒータスイッチを「入」 
にする 


• ル油量流出 
• 循環ポンプ作動 


‘サボートヒータスイッチを「入」 
にする 


’サボートヒータ運転ランプ点な 
’設定床温表示ランプ点な 
•サポートヒータ運転 
‘循環ポンプ作動 


1 . 時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしでください。 
次のよラに運較します。 


設定床温 


時計•タイマー 


設定室温 


お 


高 


(0090 000 ) 


午前 

午後 

呂 

• 

• 

0 0 



で 


〇運転 


〇サボートヒ ーター 


〇タイ 7- 


〇 eco 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 




床暖房能力をアップできます。 


1 . 時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ'床暖」に含わせで 
ください。 

3. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

4. 才ープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしでください。 
約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 


※予備燃焼後約 2. 5分間、乂力は中乂力になります。 

♦そ備燃焼時に黄色い炎（巧乂）び混じる場含びありますび、異常ではあり 
ません。 



床暖温度調節の設定床温になる 
ようにサポートヒータ出力び、 
自動的に制御される 


• 運転ランプ点な 
• 設定室温表示点な 
’設定床温表示ランプ点な 
’燃焼用送風機まわる 
• サボートヒータ運転ランプ点な 


サポートヒータ運転 


ストーフ''床暖房-サボートヒータ併用運お 


’設定室温と部屋の状巧に応じた 
乂力になる 
-リニアダンパー作動 
• 床暖温度調節の設定巧温になる 
よラに、リニアダンパーおよび 
サポートヒータ出力び、自動的 
に制御される 
•サポートヒータ運転 



設定床温 時計•タイ7— 設定室温 



低 . 高 

に〇 ♦ 〇 〇 〇 〇) 

茂 J :。 日 

化 

〇運転 

〇サポートヒーター 〇タイマー 〇 eco 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 運お 

■入.應 



運乾開始点乂 


Y 同時^——3〜4分予備燃焼— 

- { p 動運お> 


-本燃焼， 


h 同時， 


丄自動運起) 




5 •使用ち法（使い方) 


運転スイッチを巧す 


運転ランプ点な 
設定室温表示点な 
燃焼用送風機まわる 


ル油量流出 


※図は UH -7711 PR で説明しでいます。 


設定巧温 


時計•タイマー 


設定室温 



お . 高 

(0000000) 

午前 

午を 

EI 

• 

• 

日日 




で 

〇運転 

〇サボートヒーター 〇タイマー 〇 eco 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 



設定室温と部屋のがミ兄に応じた 
乂力になる 


※そ備燃焼後約 2. 5分間、火力はか乂力になります。 

参予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）び混じる場合びありますび、異常ではあり 
ません。 


■ストーブ义力調節「ま動運括 j の場さ 



白動 

手動乂力調節 




微少ル中 大 



• 



( 


00 ; 

) 


•オープンボケット内の乂力調節つまみを「微少」〜「大」の間のご希望の位置に 
含ねせでください。 

表示部の設定室温表示が'消え、そ備燃焼が'終了すると乂力調節つまみの設定乂力 
で燃焼します。ただし、予備燃焼後、約 2. 5分間は最大乂力になりません。 

参予備燃焼時に黄色い炎(ホ乂)び混じる場含びありますび、異常ではありません。 


参運輯スイッチを「入」にしたとき、運転ランプび点口せすにタイマー表示ランプび点なする場合は、タイマー運転 
になりますので、タイマー它ットボタンを押しでタイマー運転を解除しでください。 

参燃焼中に運転スイッチを押しで「消乂」にしたり、タイマーじットボタンを巧すなどしで約1秒总上通電を止める 
と自動消乂し、約2分間の)ち却の後でないと再点乂できません。 


室温の調節 （ 自動運乾> 


スープンポケット内の乂力調節つまみを「自動」に合わせると、ルー厶サーモによる自動運おとなり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （2 2で）が'表示されますので次のよラに調節しでください。 



参室温設定ボタン「高め」を巧すたびに1で上びります。 
(上限30で） 

参室温設定ボタン「低め」を押すたびに1で下びります。 
(下限1〇で） 


参自動運お時に微少乂力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より3で上昇すると自動的に消乂する 
eco (エコ）運較をおすすめします。 （1 3ページ eco (エコ）運較の項を参照しでください） 

室温が'設定室温より3で上昇すると消乂し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 


rUH-7711PR) 广 SV-7011PR) 

ストーブ単独運乾 



1 . 時刻表示び現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーフ'単独」に含わせで 
ください。 （ UH -7711 PR のみ巧象です。） 

3. 運おスイッチを押しで「入」にしでください。 

約3〜4分間のず備燃焼び終わると本燃焼になります。 


I 同時- 


,4分予備燃焼- 


-本燃焼— 


丄自動運転> 























































































































































































































































































































































































5 •使用ち法（使い方) 


eco (エコ）運乾 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運転ボタンを押すとご希望の設定室温にのり換わり、它ーフ''消乂と eco 
じーフ''運起で厶ダな暖めすぎをおさえ、経済ので快適な室温を保ちます。 

また、自動運転時は最大乂力を7 0〜9 0%、手動運転時は最大乂力を8 0〜9 0%におさえでお部屋を暖めすぎない 
よラに運起します。 



eco 運転を押すと 最大乂力を70〜90%におさ 厶ダな暖めすぎをおさえ、 

設定室温び2 0でに えで室内を暖房します。 快適な室温を保ちます。 


室温か'設定室温より約3で上昇すると 
消乂し、設定室温まで下が'ると再点乂 


のり換わります。 


します。 


※設定室温の初期設定は2 0でです。設定室温は室温設定ボタンで1〇〜3 0でに変更でさます。 

•室温び2 0で未満で3 0分必上運転した場台は、最大乂力を9 0%におさえで運転します。 

参室温び2 0で必上の場含、最大乂力を8 0%におさえで運乾します。 

•室温が'24でな上で3 0分]^上運おした場含、（設定室温を2 2でな上に設定)最大乂力を7 0%におさえで運転します。 

• eco (エコ）運転で t — ブ消乂びくりかえされるとガラス円筒にすすびつくことびあります。 

ときどき eco (エコ）運転を解除し、乂力を中〜大で 1 〜 2 時間燃焼させでください。 


を動運転時 

※乂力調節つまみび「中」〜「大」のとき eco (エコ）運転をします。 

•室温び2 0で似上の場合、最大乂力を9 0%におさえで運おします。 

参室温び24で上で3 0分]^上運転した場台、最大乂力を8 0%におさえで運転します。 


■ e ご〇(エコ）運短方法 I eco 運括ボタンを巧しで<ださい。 

入/切 • eco 運転表示ランプび点口し 、 eco (エコ）運転に入ります。 


■ e ご〇(エコ）運短の！?お 南度、 eco 運括ボタンを巧して<ださい。 

参 eco 運お表示ランプが'消なし 、 eco (エコ）運おを解除します。 

•eco (エコ）運おを解除すると eco (エコ）運転前の設定に戻ります。 

eco (エコ）運起は一度たットすると記憶されますので、消乂しでち解除されません。 



(ミ IT 調節一^ 11151まが 


室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによるを動乂力調節が'巧能です。次のよラにしでください 


/ 

自動 

• 

^- 11 - * 

手動乂力調節 
微少ル中 大 

\ 


( 

00 : 

) 



■おのが態 


•オープンボケット内の乂力調節つまみを「微少」〜「大」の間のご 
希望の位置に含わせでください。 

乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


ストーフ''の据巧けや煙突の設置条件で、炎は多少変化します。 

•燃焼中の炎に黄色い炎(ホ乂)び混じったり、かたよったり、上下変動することびありますび、異常ではありません。 


1. 特に温度設定しない場ちは、自動的に快適7— クの位置（設定床温表示 
ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 床温調節ボタンを巧すと次のよラに床温調節でき設定床温表示ランプち 
移動点なします。 

• 「お」……1回押すたびに設定温度を6で下ば、ランプ表示が'左に 
移動。 

•「高」……1回巧すたびに設定温度を6で上げ、ランプ表示が'ちに 
移動。 

参設定床温は床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定室温ま 
たは、乂力調節つまみでおこなつでください。カーペットの表面が'熱く 
なりすぎないよラ設定床温には、十分ま意しでください。 


床温調飯 


5 •使用方る（使い方) 


巧暖ノ \0ネルの温度調節 


ストーブ床暖房運転、サポートヒータ運転、ストーブ床暖房-サポートヒータ併用運転のいすれの場含ち循環水び設定 
温度になるよラに、自動のに温度調節されます。また、設定床温表示ランプに快適7— クびついでいます。快適7— ク 
は、床暖パネルのカーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3置の場台）に保つ循環か温度を示します。ご参考に 
されると便利です。 


運活停止（消义) 


運較スイッチを押しで「の」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室び)ち却すると約10分後に燃焼用送風機、 X 循環ポンプ(ストーブ' 

床暖房運転のみ)び'停止し、時刻表示]^外のすべでのランプが'消なします。 

※刑ま UH-771 1 PR のみが象です。 


サポートヒータスイツチを「の」にしでください。 

サポートヒータ運転ランプ、設定床温表示ランプび消なし、サボートヒ 
一夕、循環ポンプが'運転を停止します。 


ストーフ''床暖房-サボートヒータ併用運起 I 

運転スイツチ、サポートヒータスイツチを「の」にしでください。運起 
ランスサボートヒータ運転ランプび消のし、サボートヒータび運転を 
停止します。燃焼室び)ち却すると、約10分後に燃焼用送風機、循環ポ 
ンプび停止し、時刻表示必外のすべでのランプび消なします。 

サボートヒータスイッチののり忘れにミ主意しでください。 


• rA 注意12曰が上家をあけるなど長時 FS 使用しない場ちは、運活び完をに停止しでから電源プラグをコン 
它ントから抜いでください。 

参外出のとさは、必す運転を停止（消乂）しでください。 

参緊急時必外にストーブに強い衝撃をちえたり、電源プラグを巧いでの消乂はしないでください。 



广消义順唐^ 

( UH -7711 PR ) ( SV -7011 PR ) 

I ストーブ床暖房運転 I I ストーブ単独運お 



CIJH -7711 PF 0 
サポートヒータ運転 



























































































































































5 •使用ち法（使い方) 


消义後、再点义するとぎの注意 


♦燃焼中に誤って電源プラグを抜いたり、運転スイッチを「の」にすると再点乂安を装置の働きでストーフ'びち却され 
るまでの約2分間は再点乂できません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約 If 少必内）の場含は、そのまま燃焼び継続されます。 


現在時刻の調節方法 


時計-冬:!"マー 

時計タイト 

含せせ 


1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「時計合せ」にします。 
はじめで使用するときや、電源ブラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は—：—を表示します。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しで現在時刻を台わせます。 


例：午前6時15分に含わせる場含 

①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0"にします。 ③「分」ボタンを押しで"午前6 :1 5" にします。 


時 C 


〇分 

、 r 




時計•タイマー 

午前 雨阿 


時 () 

C 

的 

r 

fn 

n 


時計•タイマー 

午前™巧 



3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常」位置にちどした時点から動さ始 
めます。） 


参必す時計調節スイッチび「通常」になっていることを確認しでください。 

• 30 f 少な内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありませんびそれ似上の停電 
で、時刻表示び 一一 :を表示した場含は、時刻台わせをおこなっでください。 


タイ7—の使用方を 


■運括時刻のさわせ方 


時計-タイマー 



1. 才ープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー含せ」にします。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しでタイ7—点乂時刻を台ねせま 
す。「分」は5分きざみに動さます。 


例：午前6時3 0分に含わせる場含 

①「時」ボタンを巧しで"午前6 : 0 0"にします。 ⑤「分」ボタンを押しで"午前6 : 3 0" にします。 


時 c 


〇分 

\ r 

HT 



時計•タイマー 

午前 r 目 I •巧日\ 


時〇 

C 

的 

r 


fi 


時計•タイマー 

午前 r 目}:刖 


これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 



3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。これで時刻 
表示には現在時刻が'表示されます。 


5 •使用ち法（使い方) 


■タイ7—運括方法 

〔 UH -7711 PR ) CSV - 7011 PR ) 


ストーブ床暖房運転ストーブ単独運起 



( rUH -7711 PF 0 
サポートヒータ運転 


1. 運起スイツチを押しで「入」にしでください。 

(運乾中の場合は運起スイツチを巧す必要はありません。） 

2. ご希望の設定室温または、乂力に台わせでください。 

3. X 床温調節ボタンでご希望の設定床温に台わせでください。 

(ストーブ床暖房運転の場含） ※巧は UH -771 1 PR のみ巧象です。 

4. タイマーたツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじツト時刻び表示され、タイマー表示ランプび点の 
し、タイマー運起に入ります。 

(運転停止中にタイ7—運転をした場合は燃焼用送風機が'10分間運おし 
ます。また、運お中にタイ7—運おをした場合は、自動消乂し、運おを 
停止します。） 



1. 才ープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしでくださし、。 

2. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に合わせでください。 

3. タイマー t ットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマー t ット時刻び表示され、タイマー表示ランプが'点の 
し、タイマー運おに入ります。 


QjhbZZllPR) 

I ストーブ床暖房-サポートヒータ併用運お 



1 . 運転スイッチとサポートヒータスイッチを「入」にしでください。 

(運転中の場含は運転スイッチを巧す必要はありません。） 

2. ご希望の設定室温または、乂力に含わせでください。 

3. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に含わせでください。 

4. タイマーたットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表示され、タイマー表示ランプが'点な 
し、タイマー運転に入ります。 

(運起停止中にタイ7—運転をした場含は燃焼用送風機が'10分間運転し 
ます。また、運輯中にタイ7—運転をした場合は、自動消乂し運転を停 
止します。） 


参外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶対にしないでくださし、。 
•タイマー運転は、運起スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 
•タイマー運転中は節電のためタイマーじット時刻表示の明るさ（輝度）が'落ちます。 

参タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたット時刻が'表示され続けます。 


■タイ7—運括の解除 



参再度、タイマーじットボタンを巧しでから 
運輯スイッチおよびサボートヒータスイッ 
チを「の」にしでください。 

タイマー表示ランプが T 肖なし、時刻表示に 
現在時刻び表示され、タイマー運較び解除 
さます。 




























































































































































































































































































5 •使用ち法（使い方) 


現在時刻の確認 


タイマー它ット時刻の確認 


タイ7—它ット時刻-現在時刻の巧認 


時計-タイマー 




①時計調節スイッチを「時計含せ」または「タイ 
マー台せ」に合わせます。 

③現在時刻または、タイマーじット時刻び時刻表 
示に表示されます。 

⑤確認後、時計調節スイッチは、必す「通常 J 位 
置にちどしでください。 


自己診断モニタについで 


ストーブにトラブルび発をするとトラブルのが態び表示部に記看表示（自己診断モニタ）されます。 

「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （25 〜26ページ）をご覧になり、記看表示に台った必要な処置をしでください。 

〈白己診断モニタ〉 


表示 

原 因 

E 1 

途中 消乂 

E 2 

不着 乂 

E 3 

巧 震 作動 

E 6 

ルームサーモ 断線 

E 7 

E 9 

停 電 

E 8 

疑似 义炎 

EA 

燃焼用送風機異常検出 

EC 

ルームサーモ 短絡 

EE 

停止時ポッ ト 異常過熱 

E 0 

薑板温度異常 


表 

示 



原 


因 



解除方法 

P 1 

ポ 

ッ 

卜 

予 

熱 

不 

足 


P 2 

ポ 

ッ 

卜 

温 

度 

お 

下 


P 3 

ポ 

ッ 

卜 

異 

常 

過 

熱 

の 

P 4 


不 



消 



义 

の 



( 

消 

乂時 

間 

び長 

い 

) 


P 5 

薑 


板 


不 


良 


F 1 


熱 

交 

サ 

- 

モ 

作 

動 


F 2 

X 

湯 

温 

サー 

ミ 

スタ 

断 

線 

① 

FC 


湯 

温 

サー 

三 

スタ 

短 

絡 



解除方法 


① 


※印!は UH -771 1 PR のみ巧象です。 


■解除方法 

①運輯スイツチを一日「の」にし、再び「入」にしでください。 

③お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスむンターに修理を依頼しでください。 

mmmvm 

参お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに連絡しでいただく際は、表示しでいる自己診断モニタちお知らせください。 


使用上のを意 


本書の「特(こま意しでいただきたいこと(安きのために必すお守りください)」の他に、次の項目についでちミ主意しでくださし、。 



•ストーフ'の上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。やけどにミ主意しでください。 

特にお子さまをストーブに近づけないでください。 

参上面ガードを取りがしたり、前面ガードを開いたまま使用しないでください。誤って放熱 
器やガラス円筒などの高温部にふれますとやけどをします。 

また上面ガードは、地震などにより巧燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取り 
外した場含は、必ずちとのが態に取り付けでおいでください。 

•煙突は高温です。やけどにミ主意しでください。 

参煙突閱そく危険 




0 


。へ警胃煙突びつまったり、ふさびれたままで使用しないでください。閱そくしで 
いると運起中にがガスび室内に漏れで、危険です。 

•雷が'発をしたとさ、雷（誘導雷）により一時的な過電旺が'かかっでち、過電氏防止装置が'機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場含は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントから抜いでください。 

•ガラス円筒には水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスが'割れ危険です。 

•ストーブ前面け近は、ふく射熱び強いので、熱に弱いちのを置いたり、敦いたりしないでください。 

変色や変おしたりすることびあります。 

•シーズンオフのよラに長期間使用しないときは、コンじントから電源プラグを巧いでください。 



' 時計-タイマー ] 


時計^^4タイト 
台せ台せ 



タイ7—の使用方を 



計せ 

時台 


5 •使用ち法（使い方) 


巧暖房の巧湿調節 


〔 UH -7711 PR ) 


参設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定室温または乂力調節つまみでおこなつでください。 
カーぺットの表面が'熱くなりすぎないよラ設定床温には十分ミ主意しでください。 


循環がの凍結す的（循環液のを入) 


〔 UH -7711 PR ) 


腐食す防および凍結す防のために必ず循環液を入れでください。 

参循環液は必すコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使用したり混含したりすると製品の 
寿命び短くなります。 

参循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 


6 •ま全装置 


このス I -ーブには次のよラな安を装置が'ついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運おは停止したままです。 


安を装置 

原因-作動結果 

処置ちま 

巧震 e 動消乂装置 

( EB 表示） 

•強い地震（震度約5な上）や衝撃を 
受けたとき 

ク 

-自己診断モニタ If 1表示 
-自動のに消乂 

•ストーフ''の周迅や煙突の接続部•煙突卜 
ップの外れ、油漏れなどの異常が'ないこ 
とを確認しでから点乂操作をしで < だ 
さい。 

(巧震白動消乂装置は作動後自動の 
にたットされます。） 

点乂ちを装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ツド） 

IE / 1 表示， 1 心ソ 1 表示 

(途中消乂） （不着乂） 

•点乂ミスをしたとさ 
•途中消乂をしたとさ 
•炎が'異常に小さいとさ 

ク 

-自己診断モニタ If / 1表示または 

1 EP 1表示 
-自動的に消乂 

• 曰常の点検•手入れ (20 〜24ページ 
参照）をしでから点乂操作をしでく 
ださい。 

•なおち異常びある場合は、お買いホ 
めの販売店または、お近くのコ□ナサ 
ービスじンターにご相談ください。 

停電ちを装置 

^^ 7 康示- 1 ^弓 1 表示 

(30 妙な上） /If 少な上\ 

\ 30 f 少未満/ 

•停電したと含 

•電源プラグび抜けたとき 

ク 

-通電後白己診断モニタ1 f 7 1表示ま 
たは If 5' 1表示 
-自動のに消乂 

• If 7 1の場合、時計などのじットを 
しでから、点乂操作をしでください。 

• 1 EEI 1の場合、通電後点乂操作をし 
でください。 

• 電源プラヴを確認しでください。 









































































































7 •その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置ちま 

再点乂安を装置 

•消乂直後、再点乂操作したとさ 

ク 

-約2分間の冷却後でないと点乂動作 
に入らない 

^•約2分経過後、自動のに点乂動^ 

\作を開始します。 / 

燃焼用送風機異常 

検出装置 

(\ EH 表示） 

• 回お数か’異常に低下したとぎ 

ク 

-自己診断モニタ Iffl 1表示 
•ストーブ'の運起を停止 

•お買い求めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービス t ンターに修理を依頼 
しでください。 

過電流防止装置 

(表示部を消な） 

•内部配線のショートにより過電流び 
流れたとき 

ク 

•電流ヒューズびのれ、すべでの運転 
を停止 

•お買い求めの販売店または、お近くの 
コ□ナサービスじンターに修理を依頼 
しでください。 

循環か過昇防止装置 

(h 1 表示） 

• 循環かが'極端に減少したとさ 
•循環かが'循環しないとさ 

ク 

-白己診献モニタ |，c / 1表示 
-ストーブの運転を停止 

• 循環かの量を確認する等により循環か 
週昇原因を取り除いでから点乂操作を 
しでください。 

• なおち異常びある場合はお買いホめ 
の販売店または、お近くのコ□ナサー 
ビスじンターにご相談ください。 

サポートヒータ 

過熱防止装置 

• 循環かが'極端に減少したとさ 
•循環かが'循環しないとさ 

ク 

-サボートヒータへの通電を停止 
(温度び下びると自動的に通電を再開） 

•運転を一旦停止しで、曰常の点検- 
手入れ （23 ページ）をしでくださ 
い。 

• なおも異常びある場合はお買いホめ 
の販売店または、おおくのコ□ナサー 
ビスじンターにご相談ください。 

安きサーミスタ （73 で） 

( bO 表示） 

•ス1ブの上面及び側面び囲われで 
いるとさ 

•ス1ブの前面に障害物などびある 
とさ 

ク 

-白己診 W モニタ IfO 1表示 
-白動のに消乂 

•原因を取り除いでから点乂操作をし 
でください。 

• なおち異常びある場合はお買い求め 
の販売店または、おおくのコ□ナサー 
ビスたンターにご相談ください。 


XED は UH-7711 PR のみ巧象です。 


mEB 


8•曰常の点檢•寺入れ 


点検、を入れのとぎのを意 


点検-手入れは消乂後、ポツトバーナびち却しでから必す電源ブラグをコンじントから巧いでおこなつでくださし、。 

I ごま意 I 参電気部品の分解や市販品との交換は絶対にしないでください。 

参燃焼部の分解は絶対にしないでください。 


点檢、ま入れの必要項曰、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

•队ま意 I スト-ブの周囲は、常に整 i 里•掃除し、燃えやすいをのを置かないでください。 


■ほこり（使用ごと） 

参ストーブにほこりび付いた状態で運転をしないでください。 

参ストーブ'外観のほこりやミ号れは乾いたやわらかい巧などできれいにふきとつでください。シンナー-アルコール•ベ 
ンジンなどは使用しないでください。 

■巧漏れ-油のたまり-巧のにじみ（使用ごと） 

参置台-油タンクに油漏れ-油のたまりや油のにじみびないか、点検しでください。 

また、給油の際にこぼれたなミ由は、よくふきとつでください。 


•巧腳〜 

C 参ミ由漏れが'ある場台は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに修理を依頼しでください。 ) 

■ゴム製送油管の点巧-交換の目安（シ-ズンのがめ） 

•1么注意1ミ'^タンクやゴム製送 Jffi 管-接を部-給;巧コックおよび機器などからの！ icn ® ミ扇れがないことを忍の 
上ご使用 < ださい。 

f ご注胃参ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されでいまず。 

参コム製送ミ由管は、経年変化しますので手で少し巧げ、ひび割れが'ないか点検し、ひび割れ力 s ' あるとさは 
交換しでください。交換の目安は、3年に1度です。交換はお買い求めの販売店または、おおくのコロ 
ナサービスたンターに依頼しでください。 


■ミ由タンク（シーズンのネリめ、適時） 

参ミ由タンク内に水やごみが'たまってないか点検しでください。 

油タンク内の水巧きおよび掃除は、油タンク付属の取扱説明書に従っておこなつでください。 


■煙突の接続部のゆるみおよびトツプの周囲（シ-ズンのネリめ、適時） 

•煙突の接続部、煙突トップの外れびないかを点検しでください。煙突び腐食したり、巧びあいたりしでいると危険で 
すので新しい物と交換しでください。 

•煙突の近くには燃えやすいちのを置かないでください。 

参煙突内は結露で生じた水滴び凍ってつまるとち険です。点乂時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び出たら 
消乂しで、煙突内部を点検しで<ださい。 


msim 













































8 •曰常の点檢•手入れ 


■定ミ由面おのストレーナの掃な（適時） 

(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。） 

•定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナが'ついでいます。 

ごみびたまるとなミ由の流れを妨げで十分な乂力び出なくなります。 

次のよラに掃除しでください。 





1. ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じでください。 

2. ストーブ'の前板を止めでいるねじ （5 本）を外し、前板の下側を引き上 
げで前に引いで取り外しでください。 

3. 操作部をを図のよラに①操作部の左側を少し引き上げで、③手前にまわ 
しで、開いでください。定油面器び'みえできます。 

4. ストレーナの掃除□に八ガキなどの層紙を差し込んでミ由ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめで外しでください。 
定ミ由面器のミ号れたの油やごみが'を部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しできれいな巧ミ由のかですすぎ洗いをしでください。 
(かで洗わないでください。） 

組み立てるとさは 

参ストレーナゴムパツキンを忘れないようにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、底部（黒色）び必す 
ち横になるよラに取り付けで<ださい。 

•ストレーナの止めねじを固く締め巧けでください。 

•ミ由漏れびないか確認しでください。 


8•曰常の点お•ま入れ 


■ポツトパーナの掃除 ( iS 日寺）（お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに依頼しでください。） 

•[ご迁意1掃除は、ストーブを消义させ十分冷がしでからおこなつでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびありまず。 

•ポツトバーナにすすびついで炎のおび不揃いになったときや消乂びおそくなつたときは、次のようにすすを取り除い 
でください。 



1. 上面ガードを外しでください。 

2. 燃焼筒ふたを外しでください。 

3. スケルトンをガラス円筒にあでないよラに取り外しでください。 

4. 燃焼リングをフレー厶□ッドに当でないよラにま意しで左図の方向 
に燃焼リンクをまねし、取り外しでください。 



5. ノズル、点乂ヒータ、点乂ネットを変化させないようにポットバー 
ナ内部のすすをドライバーなどでかき落としでから巧などでふきと 
つでください。 



スクルトン 
燃焼リンブ 


6. 組立での際、燃焼リングは、左図のよラに確実に取りがけでくださ 
い。 


■反お板-ガラス円筒の掃除（適時) 



♦ r ごま意 I 掃除は、ストーブを消义させ十分冷がしてからおこな 
つで < ださい。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれが'あります。 

参反射板およびガラス円筒にほこりびたまると反射効率び悪くなるばか 
りでなく危険です。 

次のよラにほこりを取り除いでください。 


1. 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）から外し左側にまわしでくだ 
さい。 

2. ガラス円筒を割らないよラにま意しで掃除機などで反射板およびガ 
ラス円筒のほこりをきれいに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで反射板およびガラス円筒をきれいにふいでくだ 
さい。 

4. 掃除び終わったら、ちとどおりに取り巧けでください。 


•前面ガードは、確実に取り巧けでくださし、。 
































































8 •曰常の点檢•手入れ 


点検、を入れの必要項§、時期、ちま 


■ガラス円筒巧部の掃除（適時） G お買い求めの販売店または、お近くの]□ナサ-ビスたンタ-に依頼しでくださし、。) 

•L ご注意 I 掃除は、ストーブを消义させ十分冷却してからおこなっでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

参長期間の使用によりガラス円筒が'すすけで炎が'見えにくくなったときは、 22ページ 「ポットバーナの掃除」の項に 
従い、スクルトンをがしでガラス円筒を掃除しでください。 


参ガラス円筒には、かをかけたり、衝撃をちえないよラにミ主意しでください。 

参運起中にガラスが'徐々にすすけた場合は、しばらくの間(約30分間)乂力を大きくすることにより、すすを除去 
することびできます。 


■点义ヒ—夕•点义ネット•ノスレの点検(シ-ズンのネリめ） 

(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスむンターに依頼しでください。） 

争点乂ヒータや点乂ネットにすすび付着するとホ熱び低下したり、油のひろびりび悪くなり、着乂不良の原因になりま 
す。 

•ノズルの先端にすすが'巧着すると異常燃焼になったり、着乂不良や消乂時間が'長くなる原因になります。 

点乂ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検•交換はお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに依 
頼しでください。 

■フレームロッド（燃焼制御装置）の点お（適時） 

(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでく ださい 。 J 
参フレー厶□ッドの先端にすすび巧着したり、フレーム□ッドび変おすると誤作動の原因になります。 

フレー厶□ッドの点検-交換はお買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに依頼しでください。 

■循環化の補給 (適時） ( UH -7711 PR ) 

シスターンタンク内の循環かは、少しすつ蒸発します。 

とさどさ水位を確認しで循環水び'不足しでいる場含は、規定が位まで床暖房 
専用補巧液を補給しで < ださい。 

参給水□扉を開さ、床暖房専用補巧液を上限水位まで補給しでください。 



•コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結ず防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ•床暖パネル-配管部品など) 
の防鐘効果を目的に作られた循環液です。循環液はすでに純水で適正な濃度に調含しでありますので、試運較時に 
はこのままストーブに入れでください。 

参他な銘柄の防鐘剤、不凍液（特に車両用など）を使用したり、混含したりすると防鐘効果び発揮されず機器の耐义 
性びそこなわれたり粘度びあわずポンプの性能び十分発擇されずに、沸騰しでしまラことびあります。 

参循環液は、常温では引乂しませんび、如熱されたストーブの上などにかかると着乂することびありますので取り扱 
いには十分ミ主意しでください。 

•循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 

•循環液の凍結温度は、 一20 でに調合されでいます。 


■温が配管の点検-交換の目安（シ-ズンのネリめ、適時） C UH -7711 PR ; 

•ストーブ内部や温か配管接続部分からか漏れが'ないことを確認しでください。 

♦パックチユーブは経年変化しますので手で少し ffl ば、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるときは交換しでくだ 
さい。交換の目安は3年に1度です。交換はお買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼し 
で < ださい。 


8•曰常の点お•ま入れ 


■燃焼用送風機フアンフイルタの掃除（適時） 

•フアンフイルタびごみやほこりで目ブまりすると燃焼不良の原因になります。 
次のよラにス I -ーフ''裏面のフアンフイルタの掃除をおこなつでください。 



1. を図の矢印のよラにフアンフイルタに力を如えなびら引き出し、ストーブ裏面か 
ら取り外しでください。 

2. ブラシなどでフイルタのほこりを取り除いでください。 

3. 掃陈が'終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


■燃焼用送風機の掃除（年1回が上） 

^お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでください 

参燃焼用送風機フアンにごみやほこりびたまると送風力び弱くなり燃焼び悪くなったり、音び大きくなっでくること 
びあります。 

このよラなとさには、燃焼用送風機フアンのほこりを取り除いでください。 



1. ストーフ'後側のファンカバーと風量制限板を外し、ブラシなどで静 
かにほこりを取り除いでください。 

2. 清掃び終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


参燃焼用送風機ファンに力を加えると巧りや傾きをちじで、回起の 
ときに音び出ることびありますので力を如えないよラにしでくだ 
さい。 


■化震などの災害び'発生したとぎの点巧についで 

•地震などの災害が'発ちし、ストーブに振動や衝撃が'加わったとさは、運お前に必す次の点検をおこなっでください。 
•給排気筒周りの外れ、漏れの確認 
-な'油配管からの漏れの確認 

參点検で異常が'見つかった場台は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 


9.定期点巧 


長期間ご使用になりますと、ストーブ'の点検が'必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービスたンターまたは修理資格者〔(お）日本石ミ由燃焼機器保守協舍 （ TEL 03-3499-2928) 
で巧ラ技術管理講習含修了者（石ミ由機器技術管理±)など）のいる店までお問い台わせください。 


愛情点検 

1長年ご使用の半密閉式石油ス1ブの点検をぜひ！ 1 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•油ちれびする。 

•強いにおいびする。 

参運転中に異常な音が'する。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必すお買い求めの 
販売店または、おおくのコ□ナサービス t 
ンターにご連絡ください。点検•修理(こつ 
いでのご費用など詳しいことはお買い求め 
の販売店または、おおくのコ□ナサービス 
t ンターにご相談ください。 
































































10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

ネリめで使用するときやシーズンの初めに煙やにおいびでる。 

耐熱莖料やほこりが'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしで < ださい。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ J や「カンカン」といラ 
音びする。 

本体内部が'熱により膨張、収縮するためです。 

点乂時にボンと音が'する。 

点乂するときに発生する着乂音で、異常ではありません。 

燃焼開始時に黄色い炎（ホ乂）が'混じる。 

異常ではありません。 


■使用中に異常びあったら次表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないとさや処置のむすかしいときはお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス 

※巧部の現象*原因は UH -7711 PR のみ巧象です。 


現象 

原因 

E 1 

養 

巧 

消 

乂 

E 2 

烏 

乂 

し 

な 

い 

E 3 

気 

震 

作 

動 

E 7 

S 

電 

E 9 

S 

電 

E 8 

壽 

似 

乂 

炎 

F 1 

m 

交 

サ 

I 

モ 

作 

動 

ミ 

炎 

び 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

里 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

え 

る 

る巧 

ス 

円 

筒 

び 

す 

す 

け 

電源プラヴをコンたントじ差し込んでいない 










強い地震びあった。または、ストーブに衝撃をちえた 



参 







送ミ由バルフ''が'閉まっている 

• 

• 








定ミ由面器のちを装置び作動しでいる 

参 

参 








コ''厶製送ミ由管に空気だまりびある 

参 

参 





• 



定ミ由面器に水、ごみび入っでいる 

参 

参 





• 



煙突の設置び基準通りでない。煙突の横引きび長い 








• 

参 

燃焼用送風機のファンフィルタにほこりが'たまった 








参 

参 

煙突の工事び不適当のため逆風現象びある 

• 







• 

• 

燃焼リンクカ s ' 変おしでいる 








• 

参 

強風などじより、煙突の引きび極端に強い 

参 









ミ由漏れびある 










フレーム □ッ ドにすすび多量にイ寸着した 

参 




参 





循環ポンプび故障しでいる 







• 




循環水び不足しでいる 

X 






• 




温水配管びつぶれでいる。温かジョイントのコックび閉じでいる 







参 




長時間停電びあった （30 抄が上 一 E 7表示） 




• 






停電びあった （ 1秒が上30妙未満 一 E 9 表示） 




• 







10. 巧障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

炎の一部び揺らぐ。青炎の中に黄色い炎(ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

煙突の先端から連続のに白煙び出る。 

外気溫び低くなると、排気ガス中に含まれでいるか分び凝結し 
で水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

な油ぎれの際に一瞬炎が'大きくなつで消乂する。 

異常ではありません。 

タイマー運転中に表示部の表示び暗い。 

待機時の節電のためです。 

「カチカチ」音びする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 

ガラス円筒び白くなる。 

な油中の成分びガラス円筒に巧着するためです。異常ではありません。 


参なのような驗のとき I がま用を郎し、'なタンクの教が\ルブを I 化でも亂いでめの販売15または、擲くの]□ナサ-ビスじンタ-のご離くださし、。 


現 象 

症 が 

点乂時*燃焼時*消乂時に「ボーン」といラ大きな音びした。 

ストーブび損傷したりパツキンび飛散しでいるおそれびあります。 

黒煙を出しで燃えでいる。 

燃焼が'異常になつでいます。 

置台にな油び漏れでいる。 

送油配管より'な油が'漏れでいます。 


じンターにご連絡ください。 


設定室温表示に自己彰断モニタび表示されます。 


蹇 

た 

で 

で 

燃 

を 

る 

'な 
ミ由 
の 
に 
お 
い 
び 
す 
る 

爆 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

た床 
ま暖 
らノス 
なネ 
し、 J レ 
び 
友 
た 

沸 

と 

ラ 

in 

胃' 

す 

る 

振 

動 

び 

ふ 

さ 

い 

処置ちま 




参 




コンじントに確実に差し込む 








ストーブの周迈や煙突の接続部-煙突トップの外れ、ミ由漏れなどの異萬び 
ないことを確認しでから点乂操作をする 








送ミ由バルブを開く 








定ミ由面器 Ijiz ットレバーをだち向に止まるまで巧す 








燃料切れのミ主意と空気抜きのちま （8 ページ）を参照しで空気抜きをする 








お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 








お属い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 








フアンフィルタのほこりをブラシなどで掃除する 



• 





お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 

参 







お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 

参 







お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 


• 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 








お質い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 





参 

• 

参 

お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 





• 

• 


規定水位まで補巧液を入れる 





参 

• 

参 

温か配管のつぶれを直す。温水ジョイントのコックを開く 








設定室温、時刻などをじットしでから点乂操作をする 








リじットしでから再度点乂操作をする 


















































































•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎのを意 

でを讀 不完をな修理、調夏は后巧ですので、部品の交換、調登び必要の場さには、お買い巧め 
の販売店または、お巧くのコ□ナサービス它ンターちしくは修理資宿さ〔(が)曰本石が燃焼機器保 
守協ミで巧ラ技術管理講普を修了さ(石油機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はご！□ナ純正百 R 品とご指定 < ださい。 
消耗•劣化しやすい部品（交換が'必要な部品） 


項 目 

内 容 

使用期間により交換び必要な部品 

ポットパーナ-点乂ヒータ-燃焼リング•スケルトン 
フレー厶□ッド-点乂ネット-ガラス円筒-各種パッキン 

環境により劣化しやすい部品 

プリント配線板-燃焼用送風機-ゴム製送油管 

変質-不純のミあの使用により劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定ミ由面器-フレーム□ッド 


12 .保管 (長期間使用しない場さ) 


シーズン終了時などの長期間使用しないときは、曰常の点検•手入れの項 （20 〜24ぺージ) 
を参照し、次の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

• 注意I長期間使用しないときは、電源プラヴを巧いでください。 


2•油タンクの送油バルフ''を閱じでください。 

3•フアンフイルタの掃除をしでください。に4ぺ-ジ参照） 

4•定油面器巧のな油をすべで巧き取っでください。 (21 ぺージ参照） 

5•本体のごみやほこりを取ってください。 

隹掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本你をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7•ストーブは据がけたまま保管しでください 

•フアンフイルタにほこりなどびたまらないようカバーなどをかけでください。 

•どラしでち取り外しで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいください。 
参床暖の配管を接続したままで保管する場含は、上限水位まで補給しでおいでください。 CUH -7711 PF 0 
•ストーブ内の僱環水を抜いで保管する場含は、エアーおきバルブを開いでおき、エアー抜きバルブ配管内ち乾燥さ 
せでください。 CUH -771 1 PR ) 

•次:シーズンに据付けるときには、必すお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに依頼しでく 
ださい。 


•取扱説明書は大切に保管しでくださし、。 


13.仕様 



XE|] は UH-771 1 PR のみ巧象です。 


型式の 呼び 

UH -7711 PR 婚あ型式 UH - 7710 PR ) 

SV -7011 PR (畐本型式 SV - 7010 PR ) 

種 類 

ポット式-屋内用-強制通気形-自然巧流お -X 床暖房 用 

点乂 方式 

電気点火式 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

燃 

焼 が 態 

な D 巧 居；まに 

最大 

Q フ〇レ\八/ fn Q /1 Cl / h 、 

最小 

つ OC レ \ A / fn つ OOI / h 、 

最大 

_^^^ 

最小 

_^^^ 

燃料消費量 

化 お 房遲粒 

ストーブお独運起 

だ D 巧 百；まに 

y . f ^KVv vu . y 4 uL / n ； 

9.72 kW (0.945 L / h ) 

no nnn レ I /in 

^.^lOKVV i ^ U .^^ UL / n ； 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

Q 1 cn レ 1 /h 

^^^ 

10.14 kW (0.986 L / h ) 

_^^^ 

^ ^^^ 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

_^^^ 

発熱量 

床 暖居連 お 

ストーブ単独運転 

だ 口巧 百 ：宙 に 

o o / u u u KJ / n 

35,000 kJ/h 

フ Q 0 0/ 

む， 1 ouKvJ/n 

8,150 kJ/h 

Q 1 QO / 

^ ^^ 

36,520 kJ/h 

_^^^ 

^ ^^ 

8,1己 OkJ/h 

_^^^ 

熱効率 

床暖 居連拉 

ストーブ単独運転 

f 0.0 /o 

69.00 /o 

o I . y /o 

67.00 /o 

^^^^ 

69.0% 

^^^ 

67.0% 

暖房出力 

床暖房 運転 

7.66 

kW 

循環水量 150 L/h 
(1 回路時） 

1.86 

kW 

循環水量 lOOL/h 
(1 回路時 • 2 回路時） 

/ 

/ 

循環水量 180 L/h 
に回路時)刷売請使用) 

ストーブ単独運輯 

6.71 kW 

1.52 kW 

7.00 kW 

1.52 kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

最大燃焼時 
2.09 kW 

循環水量 150 L / h (1 回路時） 


循環水量 180 L / h (2 ◎路時）側売品使用〕 

サポートヒータ出力（サポートヒータ運起） 

0.500 kW 循環水量 100 L/h 

^ ^ 一 

標準適室 

床暖房運転 

温暖地 

木造 36.5 m 2(22 置）〕ンクリート 49.5 rTf (30 置） 

^ --- 

寒）ち地 

木造 36.5 m 2(22 置）〕ンクリート 58.0 が (35 置） 

_ 

ストーブ 
単独運転 

温暖地 

木造28.0の2(17置）〕ンクリート 39. 5が (24 置） 

木造29.己が （18 置）コンクリート 41. 5がに5置） 

寒ち地 

木造 29.5171(18 置）コンク IJ ート46.01 Tf に8置） 

木造29.5が（18置） コンク IJ ート 48.0 rTf に9置） 

本体 水 客 量 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 

- 一 - 一 ^ — 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

^--- 

外 お 寸法 

高さ 615 mm 幅 748 mm 奥行 368 mm (置台を含む） 

質 量 

33 kg 

26 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定 格 

消費電力 

床暖房 運 お 

点乂時 360/360 W • 最大燃焼時 38/43 W 


ストーブ単独運転 

点乂時 340/340 W • 最大燃焼時 15/15 W 

点乂時 340/340 W • 最大燃焼時 15/15 W 

サポートヒータ運転 

最大運転時 625/625 W 

^---^ 

待機 時 消費 電力 

2.8 W 

床パネルの 
接続面積 

床暖房 運転 

4.5 〜19.5が (3 置〜12置）（最大燃焼時） 

一 --- 

サポートヒータ運転 

4.5 m 2(3 置） 

^ 

温か 配管 接続 □ 

外径ホ 8 mm ニツプル 

^--- 

煙突の 呼び 径 

夺 106 mm 口寸 5 分） 

煙突の壁 員 通部の孔径 

011 0 mm 

排気温度 

床暖房 運輯 

33 CrCJ ^ 下 

一 --- 

ストーブ単独運輯 

480でじ (下 

480でじ(下 

電流 ヒューズ 

5 A • 1 0 A 

安を 装置 

巧 震 白動消乂装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-停電安全装置 

その他の 装置 

再点乂安を装置-過電流防止装置-燃焼用送風機異萬検出装置 
安全サーミスタ- X サポートヒータ過熱防止装置- X 循環水過昇防止装置 

付属品 

置台 1 個-※パックチユーブ 2.5 m • ※ホースバンド 2 個-本体固定金具 2 個（ねじ 2 個） 

超断板 1 個-ゴム製送ミ由管締付パンド 2 個-取扱説明書- X 工事説明書 


備考）-標準適室は、な団法人-曰本ガス石ミ由機器工業舍の賣定薑準によります。 

















































































13 •仕 


プリント配線板端さ配置図 


讓□巧震 

2 ^ FM パルス 
I I I ポットサーミスタ 
S I I 吸司ポンプ 
讓 □ 電磁 ポンプ 

!□ ル-ムサ-モ 
I I 湯温サーミスタ' 


表示部 


表示部 


j 黄 （6 本） 
j 黄 （5 本） 


I 

(6 本)青！^ 

。本 ) 窗 □ 操作部 


操作部 


(5 あ)青 


□ 


操た部 


の 


ポットヒータ 


' ヒューズ己 A 


り I ァ-ス 


眉サポ-化-夕: 
電源 

□ □ 

黒黒 


正 


T 1 


白〇フレーム□ツド 


表示部 [] §巧が 
表示部 I I 琴 
運起 SW □ 1 

:巧!」 

燃焼フ7ン I 賣 


I ァクチユエータ 

I □ 

' 茶茶 


循環ポンプ 

□ 

ホ白 


ま）端子部は 

UH -7711 PR のみ巧象です。 


14•アフターサービス 


■保証についで 

•このコ□ナ半密閉式石油ストーブには保証書びついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店さ」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りになり大切に保 
管しでください。 

•保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

•次のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでミ主意しでください。 

-変質な油や不純な油など、またなミ由外の燃料使用による故障や事故。 

-誤った使用方法による故障や事故。 


■修理を依頼されるときについで 


• 「故障-異常の見分けちと処置方法」 （2 5〜26ぺージ)の項に従ってお調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必す電源プラグを抜いでから、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターにご連絡ください。 
•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名⑤型式の呼び⑤お買い上げ曰④故障が巧(できるだけ具体のに）⑥ご住所•ご氏名•お電話番音 
•修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させでいただきます。 
•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる製品についでは、ご希望により有料で修理いたします。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターにお問い含ね 
せください。 


■保証期間が'過ぎでいるときは 

•お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターにご相談ください。修理によつで使用でさる製品 
についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参扫油ストーフ''の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造むちのり後7年です。 

■修理に出されるときは 

参輸送時や運搬時に定油面器内にな油び残ったままですと、傾きや振動でな油びこぼれることびありますので、必 
す抜き取つでください。 






(備考） 

1 . A • 己寸法は、 20 cm が上、 15 cm じ(上 
と示しでいますび、煙突と可燃物との距 
離 （45 cmJ ^ 上）でち規制されます。 
可燃物との距離び長くなるよラに設置し 
でください。 

2. 遮熱板を取り付けない揚合は、側面との 
距離を 30 cm 必上離しでください。 


•テレビやラジすから1 m 似上離しでください。 


おがけ後のお認 


据付けび終わりましたら、ちラー度、取扱説明書（工事編）の「特にま意しでいただきたいこと（安をのために必すお 
守りください)」をお読みになり、取扱説明書（工事編）に記載されでいるとおり据巧けられでいるかどラかを確認しで 
ください。 


可燃物 


据巧けについでは、乂災を防条例、電気設備に関する技術薑準などまちの畐準びあります。取扱説明書（工事編）の 
「特にま意しでいたださたいこと（安をのために必ずお守りください）」をお読みになり、販売店または据巧業者とよく 
ご相談しでください。また、「標準据巧け例」についでは、下図を参照しでください。 

■標準振巧け例 

ストーブ'の据付けは下図を満足させる位置に取り付けでください。 



煙突の先端から水平距離1 m な内に建物の軒びある場合は、^ 
その軒から 60cm 似上高くすること。 

\煙突の先端から内に建物の開□部（窓）びないこと。 / 


15•おがけ•移設_ 

、 お巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または、据巧業者に依頼し、お客様ご白身ではおこなわないでください。 


□ 


参※巧プまは、煙突び本体から 1.8m を超える場合 
は 15cm な上。 

•煙突は、固定を具で1 .5 〜 2m 間隔に固定すること。 
•設置の場台は当該地区の乂災予防条例にしたびつ 
でください。 

参風の強い地域では、必ずドラフトレギユレータを 
取0巧けで < ださい。 

参結露水び出る場含には、露受けアダプターを取り 
巧け排出した結露かは、容器に受けでください。 

^結露予防のため、煙突の横引さ長さはできるか^ 
L ぎり短く、 2m な内にしでください。 ) 


おがけ場所の選定及び標準据巧け例 



•ciim 
















































































15 •据なけ•移設 


試運弦 


試運転は販売店または据巧業者とご一緒に必すおこなつでください。 

■運転準備 

♦ 松ま意 I 電源プラグはコンたントに根元までお実に養し这んで<ださい。 

•ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜きをしでください。 （8 ページ） 

♦送油経路やストーブより油漏れびないか確認しでください。 

♦配管途中にバルブなどびある場合には、を開にしでください。 

•定ミ由面器をたットしでください。 （8 ページ） 


■循環液の給水方法 ( UH -7711 PR ) 

1 . 給水前にエアー巧きバルフ''がを開になつでいることを確認 
しでください。 

(工場出荷時にはを開になつでいます。） 




6. シスターンタンクの水位が'下が'るので上限水位まで循環液 
を給かしで < ださい。 

(シスターンタンクのか位び下がらなくなるまで給水を続 
けで < ださい。） 


15•据がけ•移設 


7. シスターンタンクのか位び下びらなくなったらエアー巧きバ 
ルブを必ず「閱」にしでください。 

8. 温水配管路に水漏れのないことを確認しでください。 

9. か漏れのないことを確認したら給水は完了です。 

参操作部の床温調節ボタン「高」「お」を同時に巧しでください。 

循環ポンプが'停止します。 

•表示部の設定床温表示が'消巧します。 



■運乾 ※刑ま UH -771 1 PR のみ対象です。 



XI . 床暖切換スイッチを「ストーブ'床暖」にじットしでくださし、。 

2. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

参約3〜4分間の予備燃焼び'終わると本燃焼になります。 

X 3 . 温か配管経路にか漏れのないことを確認しでください。 


X •運較の途中で温か配管経路に水漏れが'あった場台 

①操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ単独」にのり換えで循環ポンプを停止させでください。 
③運転スイッチを押しで「の」にしでストーブ'の運転を停止しでください。 



自動 

参 

> 1 1 ノ 

手動乂力調節 
微少ル中 大 

• 圓 mll•llllll•llllll• 



( 


00 ) 



4. 異常びなければ、乂力調節つまみを「微少」〜「大」に設定 
しで < ださい。 

参燃焼中の炎に黄色い炎（ホ乂）び混じったり、かたよったり、 
上下変動することびありますび、異常ではありません。 

5. 床暖パネルび暖かくなることを確認しでください。 

参正常運転の目安としで「故障•異常の見分けちと処置ちま」 
(2 5〜26ページ）のよラな現象のないことを確認しでくだ 
さい。 


■消义のま順 《巧は UH -7711 PR のみが象です。 



•巧駆！— 


参運起スイッチを押しで「の」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室びち却すると約10分後に燃焼用送風機、 X 循環ポンプび停止し 
ます。 


参長期間の保管後、再び設置する場含ち「試運転」の手順に従い、試運転をおこなつでください。 


ネリめでお使いになると香のま意 


参ネリめでお使いになるときは、耐熱透料などび焼きなくまで煙と臭いび出ます。このよラな場合は、お部屋の窓を少し 
開け、半曰から1曰程度「大乂力」運較をしでください。また、小鳥やル動物などに影響する場台び考えられますの 
で、この間は部屋に入れないでください。 




























































































































































絵表示の例 


A 記号はミ主意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なま意内容(左図の場台は一般的なミ主意)が'描かれでいます。 

〇記看は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が'描かれでいます。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が'巧かれでいます。 


■工事編 


1•特に注意にいただきたいことほ全のために必すお守りくださし、) 


この工事説明書には、安をに正しく据がけでいただくために、いろいろな絵表示が'記載されでいます。その 
表示と意味は次のよラになっでいます。内容をよく理解しでから、本文をお読みになり据巧工事をおこなっ 
でください。 

A 難と この表示を無視しで、作業を誤った場ちに作業者び、またはその作業後の不具含によって使用 
胃1=1 者び、死じ、重傷を負ラ巧能性、または乂災の巧能性び想定される内容を示しでいます。 

A C う" g この表示を無視しで、作業を誤った場含に作業者び、またはそのた業後の不具含によって使用 
Z - L \ 者び、傷害を負ラ巧能性や物的損害の発ちび想定される内容を示しでいます。 


A 警告 


•据付けや移割ホ、販売店または据付業者び行ってください。 

お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電や乂災の原因になります。 


〇 


♦据付けは义災予防条例、電気設備に関ずる技術基準など法令の基準を 
守って巧ってください。 


〇 


•屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスが'室内に巧満しで危険です。 
必す屋外に排気しでください。 


n 


0 


♦煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定しでください。風、振動、衝撃など 
で外れたりすると運転中に排ガスが'室内に漏れで危険です。 



〇 


A 注意 


•次の場所には据付けない乂災や予想しない事故の原因になります 


水平でない場所、不安定な場所 
不安定な物をのせた棚などの下 
可燃性ガスの発をする場所またはたまる場所 
燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入 □ 
のない場所または換気の巧えない場所 


付近に燃えやすいちのびある場所 
階段、避難□などの巧おで避難の支障とな 
る場所 

防乂対策をしでいないマントルピース 
温室、飼育室など人のいない場所 


0 


•可燃物との距離を離ず 

•ス I -ーフ''及び煙突から周囲の巧 
燃物までの離隔距離は乂災予防 
条例で規定されでいます。図の 
よラにしでください。また巧燃 
物側には必ず前面ガードに遮断 
板を取りがけで < ださい。 

•ストーブは付属の置台の上に据 
巧けで < ださい。 


(備考） 

1 . A • 巨寸法は、 20 cm な上、 
15 cm む上と示しでいまず 
び、煙突と巧燃物との距離 
(45 cmJ ^ 上）でち規制され 
ます。保守•点検ち害慮し、 
巧燃物との距離び長くなる 
よラに設置しでくださし、。 

2. 遮熱板を取り巧けない場含 
は、側面との距離を 30 cm 

上離してください。 


20 cm しッ上が cm が上 


〈標準据巧け例〉 

150 cm 材上 


4日 cm が上 
物/ 



み/////////か////////////////////////////み////' 


<300 


1•特に注意しでいただぎたいこと(安をのために必ずお巧0 ください) 


A ま意 


♦家屋貢通部の注意 

. 煙突び可燃性の壁などを真通する部分は必ずめびね石を使用し 
でください。 

-小屋裏、天な裏などにある部分はを属赵外の不燃な料で防乂上 
有効な被覆を巧つでください。 

-可燃性の壁-天な-ル屋裏-天な裏などを員通する部分及びそ 
のな近では煙突の接続はしないでください。 



♦煙突の固定 

-煙突は、風や振動などで倒れないよラ支えを具や支え線などで固定しでください。 
•煙突は、 1.5 〜 2 m おさに固定を具で固定し、自重をちえる部分はちえまたは吊 
りを具で堅固に支持しで < ださい。 


〇 


• ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 

次の煙突設置の場含は必ずダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取り巧けでください。 

-集合煙突に接続する場台-標準プま似上に立ち上びりび高い場台 
-風び強くで炎び洗むよラな場合 


ドラフ h レギ ユレー タ 


\ 


〇 


♦油タンクとの距離を離ず 

-油タンクは、ストーブとの間に防乂上有効な壁などが'無い 
場含は、 2 m 私上離しで<ださい。 

-屋内の床置式のミ由タンクは、置やじゆラたんの上は避け、 
不燃巧の床上に据巧けでください。 



2ml^ 上 






11 / \ 


〇 


• ゴム製送油管の屋外使用禁止 

コム製送油管は屋外で使用しないで < ださい。 
ひび割れを生じで油漏れの原因になります。 


0 


♦アースエ事をずること ( UH -7711 PR ) 

アースエ事を確実に巧つでください。 

故障や漏電のとさに感電するおそれ力 s ' あります。 


〇 


•煙突の点検 

据付けび終わったら、ちラー度点検しでください。 

次のよラな取巧けは、危険であったり、不完を燃焼をおこすおそれが'あるので、必す修正 
しでください。 

-下り勾配、下向き®びり禁止 


〇 


0 



トップと建物の開□部は1 m 似上 
離れでいること 


0 



〇 




















































































































































2 •開こん 


1. ダンボール箱からストーフ'を取り出し、パツキンネオ•テープ•ちらし類などを取り除いでくださし、。 

2. 個包箱には、次の巧属品が'入つでいますので確認しでください。 


部品名 

個数 

用 途 

置 台 

1 

ス1ブの下に敷く 

本体固定を具(ねじ2個) 

2 

ス1ブと置台の固定 

ゴム製送'油管締付バンド 

2 

ゴム製送油管接続部の締巧け 

遮 熱 板 

1 

ストーブから側面可燃物までの離隔距離び短い場含、前面ガードに取りなける 

取扱説明書 

1 

お客様用ストーフ'取り扱いの説明書 

工事説明書 

1 

ス1 -- ブと床暖パネル設置工事説明書 （ UH -7711 PR ) 

パックチュ-ブ•ホ-スバンド (21 固) 

1 

床暖パネル接続用 （ UH -7711 PR ) 



3 •据巧け 


おがけ場所の選定 


据付けについでは火が予防条例、電気設備に関する技術薑華など法令の薑進が'あります。 3 3〜34ページ の「特にミ主意しでい 
たださたいこと(安をのために必ずお守りください)」をお読みになり、販売店または据巧業者とよくご相談しでください。また、 
「標準据巧け例」についでは、3 3ぺ一义また、「煙突の取巧け」についでは3 6〜3 8ぺージを参照しでください。 


■性能維持のための空間 

ストーブは燃焼用空気び必要です。乂災予防または性能維持のためにちあまり狭い場所で使用せす、換気しやすい場所で使用しでくださし、。 

■電気コン它ントの位置 

歩行客び電源〕ードを引っかけない位置にある専用〕ンじント ( AC 100 V ) をご使用ください。價源〕ードの長さは約 2 m です) 
電源コードび煙突などの高温部にふれない位置を還定しでください。 

■標高は1000 m を超える高地では使用しないで < ださい。 

空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。 

■効果的に使用するために 

ち気の入ってくる方向、例えば窓側などに置くと、冷気びストーブで温められ温風としで 
巧流しますので、効果のです。 



据巧け方法 


■置台の取巧けとか平調節 


ストーフ''の下には必ず置台を使用し、ストーブを水平に据がけで必す置台と固定しでください。 

1 . ストーブ'の後側の調節脚が'置台の脚位置 （2 力所）に、一致するよラに設置しでください。 

2. 水平器を真上から見なびら4個の調節脚を調節しでストーブを水平に据なけでください。 


0000000 




上から見で水平器のふりこびホ丸内 
にあれば、水平になります。 


3. 本体固定を具をストーブの側面から、置台の引っかけ部に差し込み、巧罵のねじでスト 
—ブに固定しでください。固定は、両側面2力所です。 




■ルームサーモ 

参ルームサーモはストーフ''の背面に固定されでいます。設置場所および煙突の設置によつでは、ルームサーモび室温を 
正しく感知できないことびあります。 

このよラな場合は、延長ルームサーモ（別売品 RTH -2 P ) をご使用ください。 


屋外タンク 


A 




2 m む内 

T 

30 cm しツ上 
I 1(床面） 


. 銅製送ミ脂 





■) 由タノクの組 AI でと据巧け（別売品） 

参組立では油タンク巧属の取扱説明書に従っておこなっでください。 

•油タンクミ由面はストーブ本体設置床面より高さを 30 cm から 2 m 似内で設置しでくださし、。 
•ミ由タンクの据巧けについでは、各地区の乂災そ防条例にがつでください。 


コム製送ミ由管の取り巧け方 




参ゴ厶製送油管にゴム製送油管締巧バンドをはめでから、ミ由タンクとストーフ''のゴ厶管□に 
十分巧しこみ、ゴ厶製送油管締巧バンドで強く締め付けでください。 


•ゴム製送ミ由管の途中が'平になるよラにしでくださし、。 



参ゴ厶製送ミ由管は、 J に - S 3022 「石油燃焼機器用ゴ厶製送油管」に含格したちの!^外 
は使用しないで < ださい。 


参ミ由タンクは、ストーブとの間に防乂上有効な壁び'ない場含は、 2 m な上 
離しでください。乂災の原因になります。 

参ミ由タンクは、油タンク内のミ由面びストーブ設置床面より 2 m な上高くなるところ 
には据巧けないでください。油び定油面器よりあふれ出ることびあります。 


• 应注意]ゴム製送油管を屋外では使用しないでください。 

♦コム製送油管は、 JIS - S 3022 「石油燃焼機器用ゴム製送油管」に含格したちの!^外は使用しないでくださし、。 
♦コム製送ミ由管は、さつく巧ばたり、丸めたりしないよラにしでください。 


■金属配管(銅製送が管)施工の場さの注意 

参定油面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終了後、ストーブと接続する前には必す配管内に巧油を流しでの粉 • 
ごみなどを取り除いでください。 


■接地（アース） C UH -7711 PF 0 

参ストーブ'の背面下部にあるアース端子を使用しでください。 

接地工事は D 種接地工事をおこなって<ださい。 

■巧暖パネルを敦設しないとさ ( UH -7711 PR ) 

•床暖切換スイッチは必ず「ストーブ'単独」にじットしで使用しでください。 

■電気配線 

•テレビやラジオから1 m 赵上離しでください。 

参電源プラグは、必す適正配線された単相 100 V のコン t ントに差し込んでくださし、。 

■煙突のちちを変更する場さ 

煙突の左ちを変更する場含は、次のよラにおこなっでください。 

1. 上面ガードを外しでください。 

2. 煙突接続□を固定しでいる3本のねじを外し、中のノ\°ッキンを損傷 
しないよラに煙突接続□を外しでください。 

3. 煙突接続□ふたを固定しでいる3本のねじを夕 I し、中のノ X ッキンを 
損傷しないよラに煙突接続□ふたを外しでください。 

4. 組込みは逆の要領で組み換えででください。 


4•煙突の取巧け 


■'煙突の径 

参煙突は直径 106 mm (3 ブ5分）を使用しでください。 




煙突接続□、パッ 
キン及び煙突接続 
□ふたは取り付け 
の方向性びありま 
す。取り巧け用の 
ねじの位置を確か 
めで取0付けで< 
ださい。 



•据がけ 























































































































4 •煙突の取なけ 


■横引き、立ち上びりの標準な法 

•煙突の立ち上びり、横弓 I きの標準プ潮ま、立ち上びり約 3.6 m (4 本)、横引き約 1.8 m (2 本)です。横弓 I きび標準プまより長くなる場合は、その 
長さの1/2を立ち上びりに追加しでください。(結露予防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m 似内にしでくださし、。） 
•屋外の立ち上びり部の下端には、か抜きをつけで雨かび入るのを防いでください。 

参横引きは10分の1似上の上り巧配になるよラにしでください。 

参横引きはできるだけ短くし、ベンド(エビ曲)は3個な下になるようにしでください。また、露到ブアダプター(別売品)など 
の取り巧けちご検討ください。工事店とよくご相談ください。 

•1 本の煙突を他のストーブ'などとな用することは避けでください。燃焼び悪くなります。 

■煙突先端（トップ)の位置 

•煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cm 总上離しでください。 

•煙突トップから水平距離 1 m 似内に隣接家屋などの軒びあるときは、さらにそれより、 60 cm 似上離しでください。 
•窓などの開□部からは1 m 赵上離しでください。 

参煙突トップの位置は建物-立木などのが態をみで、あらゆるち向の風が'通り抜ける位置にしでください。 


■トツプのおが 

•煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H 型トップ J を取り付けでくださし、。 


■ドラフトレギユレータ（別売品）の取巧け 

♦ 拉ま意 I 煙突の引き(ドラフト）び強いと燃烧不良び発生します。 

次の煙突設置の場含は必ず、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) を取り付けでくださし、。 
参集合煙突に接続する場合•標準プ法总上に立ち上びりび高い場含 
•風び強くで炎び洗むよラな場台 


ドラフト レギュレータ 

\占 


■集さ煙突を利用する場さのご注意 


•集台煙突に差し込む 
先端はち図のよラに 
しでください。 



• 2 つ总上のス I -ーブを使用 
するとさは、横引部分の長 
いちを上にしでください。 


参集台煙突を利用する場合は、設置ちまなどについで必す専門業者にご相談しでください。 



■煙突の取り巧け図 




可燃物 



f 煙突の先端から水平距離1内に建物の軒びある場台 
は、その軒から 60 cm 似上高くすること。煙突の先端か 
L ら1 m 似内に建物の開□部（窓）がないこと。 


参※巧寸法は、煙突び'本体から 1.8 m を超える場含は 
15 cm 似上。 

•煙突は、固定を具で 1.5 〜 2 m 間隔に固定すること。 

参設置の場所は竺該地区の乂災予防条例にしたびつでく 
ださい。 

♦風の強い地域では、必ずドラフトレギユレータを取り 
がけで < ださい。 

参結露かび出る場含には、露受けアダプターを取り巧け 
排出した結露かは、容器に受けでください。 

f 結露予防のため、煙突の横引さ長さはでさるかぎり^ 
L 短く、 2 m な内にしでください。 J 


(備考） 

1 . A •巳ブまは、 20 cm じ I 上、 15 cmJ ^ 上と示しでいます 
び、煙突と巧燃物との距離 （45 cm 必上）でち規制され 
ます。巧燃物との距離び長くなるよラに設置しでくだ 
さい。 

2. 遮熱板を取り付けない場台は、側面との距離を 30 cm 

上離しで < ださい。 


4 •煙突の取がけ 


■結露化の処理 

参煙突の横引き部に結露水び出る場台は、別売の露受けアダプター ( US 目-1 ) また、集台煙突の凍結予防には集含煙突凍結防止 
ヒータ ( USB -3) をご使用ください。お買い求めの販売店または、おおくの]□ナサービス它ンターにご相談ください。 


5.試運拓 


試運起は使用者とご一緒に必すおこなつでください。 

■運お準備 

• 队注意!電源プラグはコンじントに根元まで確実に差し込んでください。 

参ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気巧さをしでください。 （8 ページ） 

•送油経路やストーブより油漏れびないか確認しでください。 

•定ミ由面器をじツトしでください。 （8 ページ） 

〔定油面器リじットレバーを下に巧し下げでください。） 

■運振 




’自動 

手動乂力調節 





微少ル中 大 




■ 

•imihiiiiii* 画 iiiii* 



( 


00 ) 



1 . 運起スイツチを押しで「入」にしでくださし、。 


参3〜4分間の予備燃焼が'終わると本燃焼になります 


2. 異常びなければ、乂力調節つまみを「微少」〜「大」に設定しでください。 
参正常運転の目安としで「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （25 〜26ペー 
ジ）のよラな現象のないことを確認しでください。 


■消义のま順 



tea 曲 a— 


参運転スイッチを押しで「の」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室びち却すると約10分後に燃焼用送風機び停止し、時刻表示]^夕す 
ベでのランプび消のします。 


•正常運おしない場台は、25〜26ページ「故障•異常の見分けちと処置ちま」を参照しでください。 
参長期間の保管後、再び設置する場含ち「試運転」の手順に従い、試運転をおこなつでください。 


初めでお使いになるときのミ主意 


•ネリめでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きがくまで煙と臭いび出ます。このよラな場含は、お部屋の窓を少し 
開け、半曰から1曰程度「大火力」運転をしでください。また、小鳥やル動物などに影響する場台び考えられますの 
で、この間は部屋に入れないでください。 


6 •廃棄するとまの注意 


参ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の巧油を巧き取ってください。 

の油が'入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事がになるおそれが'あります。 


•cism 







































































































































をお巿駅西新の 1-1-25 
金お市駅西新の 1-1-25 
富山巿田中の 2-3-1 5 
福片市和田東 1-607 


信越. 
北陸地区 


新濕 支店 

云をサービス t ンター 
新潟東薑業所 
長野営業所 
松本営業所 

をが ま 店 

をがサービスじンター 
富山営業所 
福井営業所 


関東地区 


仙台市宮城野区曰ノ化町1 -7-32 
仙台巿宮城野区曰ノ出町1 -7-31 
郡山市亀旧 1-51-9 
山お市ま青田 3-6-28 
酒田市錦町 1-183-1 


まを都北区豊島 8-4-8 
ま京都北区豊島 8-4-8 
まを都北区豊島 8-4-8 
立 )11 市高松の 1-22-3 
松戸市高塚新旧 95-5 
横お市戸塚区原宿4 了 §7-13 
山梨県中巨摩郡昭和の西条2491 -2 
さいたま市北区宮原の 1-674-2 
さいたま市北区宮原の 1-674-2 
高崎市問屋の西 1-3-22 
宇都宮巿藥瀬の2313 
太田市高林東の2375 
水戸市笠原の 653- 2 
つくば巿谷田部 6788- 19 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


各ち屋市熱田区お田町 16-1 1 
名ち屋巿熱田区桜田の 16-1 1 
静岡市駿;'可区高松 2-15-30 
岐章市六条南 2-7-8 
津市高茶屋 3-29- 38 
沼ま巿西椎路 888-1 


干 456-0004 TEL (日 52)746-660 日(代表） 
干 456-0004 TEUO 日 2)746-6603 (代表） 
〒422-8034 TEL (054)2%- 0005(代勤 

干500 -8358 TEL (0 已 8)268 — 7己5己(イザ表） 
〒己1 4-0819 TEL (059)234-8471 (代表） 

干41 0-0303 TEUO 己 5)968-6210 (代表） 


FAX (052)884-6 日己1 
FAX (052)884-6554 
FAX (054)238-0006 
FAX (058)268-7550 
FAX (059 に 34-8472 
FAX (055)968-6212 


吹旧市南を田 1-8-47 干 564-0044 

吹旧市南を田1 -8-47 干 564-0044 

高松市ミ里の 1-8-5 干 760-0078 

京都市伏見区竹田段ノり I 原の 70- 1 干61 2-8414 

ネ串戸市西区枝吉 5-1 32 干 651-21 33 

彦根市正ま寺の南出78 干 522-0024 

福知山巿馬;'可東町68 干 620-0061 

松山市西垣生の 780-3 干791 -8044 


TEL (06)6380-21 11 ( 代表） 
TEL (06)6%6-5670( 代表） 
TEU 087)83 已 一171 1(代表） 
TEL (075)643-2 日日2(代表） 
TEL (078)922-2431( 代表） 
TEL (0749)24-6239( 代表） 
TEL (0773)22-0827( 代表） 
TEL (089)968-7351( 代表） 


FAX の 6)6386-7262 
FAX の 6)6386-5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX (075)643-0870 
FAX の 78)922-2438 
FAX (0749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 
FAX (089)968-7353 


広島市を佐南区ネ氏園 3-27-20 干 731-01 38 

広島市安佐南区巧園 3-27-20 干 731-01 38 

岡山巿北区辰己 35-1 03 干 700-0976 

米子市目夕美の 235-1 干 683-0035 

周南市徳山きーノ片手5631 -4 干 745-0882 


TEU 082)871 -3310(代表） 
TEU 082)871-3315 (代表） 
TEU 086)243-7751( 代表） 
TEU 0859)33-81 57(代表） 
TEU 0834)22-5567( 代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243— 7191 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 


福岡市博多区ま比恵 2-2-4 日 〒81 2-0007 

福岡市博多区東比恵 2-2-4 日 干81 2-0007 

北九州巿ル含北区愛若 2-6-4 〒803-0828 

鹿巧島市田上 7-16-5 干 890-0034 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 

長崎県西彼す午郡時津の左底郷お田 74 -1干 Sg 1 - 2 又96 
宮崎市霧島 3-59-2 干 880-0032 

大分市兰佐 1-19-7 干 870-01 日8 


TEU 092)474-5771( 代表） 
TEL (092)474-6001( 代表） 
TEL (093)592-861 1(代表） 
下£1_(〇99に81-1321(代表） 
TEU 096)367-7361( 代表） 
TEL (095)882-7710( 代表） 
下£1_(〇98已)29-1680(代表） 
TEL (097)523-5161( 代表） 


FAX の 92)474-5775 
FAX の 92)474-641 4 
FAX の 93)592-8666 
FAX の 99)281-1252 
FAX の 96)369-6323 
FAX の 95)882-7767 
FAX の98已 )25-068 己 
FAX (097)523-5162 


干030 -0946 
〒〇 30-0946 
干 010-0917 

干010 -0802 

干 031-0073 
干 031-0073 
〒日％-8086 
T 036-8086 
〒〇 20-0823 
干020 -0823 
干 023-0002 

干 983-0035 
干 983-003 日 
干 963-8033 
干 990-2423 
干 998-01 03 


TEL の 17)742-8255 (代表） 
TEUOl 7)743-2971 (代表） 
TEL の 18)864-5671 (代表） 
TEL の 18)864-521 9(代表） 
TEL の1 78)24-5289 (代表） 
TEL の 178)47-6609( 代表） 
TEUOl 72に 8-3910 (代表） 
TEUOl 72)26-4770 (代表） 
TEL の 19)622-4791 (代表） 
TEUOl 9)604-0281 (代表） 
下£し(0197)22—41已已(イ^^表） 

TEL の22に35-3181(代表） 
TEU022)783—1791(代表） 
TEL の24)9%-2240(代表） 
TEU 023)642-3255( 代表） 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX の 18)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178)4 已 一4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-01 91 
FAX の172に 9-1 133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)604-0283 
FAX の 197)22-44 已2 

FAX の 22)236-8810 
FAX の 22)783— 1792 
FAX の 24) の 8— 3021 
FAX の 23)642-3254 


TEL (0234)31 -0571(代勤 FAX の 234)31 -0581 


干1 14-0003 TEL の3)3927-1151(代表） 

T11 4-0003 TEL (03)3911-1131 (げ動 

干11 4-0003 TEL (03)3927-1 152(代表） 

〒1 90-0011 TEL (042)51 9-5271( げ動 

干 270-2222 TEU 047)31 2-8330( 代表） 

干 245-0063 TEL (045)852-4008 (代表） 

干 409-3866 TEL (055)268- 1567(代表） 

干331 -08 12 TEL (048)651-1 722(げ動 

干331 -08 12 TEL (048)651-1231 (代動 

干 370-0007 TEL (027)361 -4806(げ勒 

干321 -0933 TEL (028)632-5105( 代動 

干 373-0825 TEU 0276)38-6571( げ動 

干31 0-0852 TEL (029)241-21 72(代表） 

干 305-0861 TEL (029)839-5325( 代表） 


FAX の 3)3927-1 160 
FAX (03)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX (042)528-2382 
FAX の 47)31 2-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX の 55)268- 1569 
FAX (048)651-6370 
FAX の 48)651-6370 
FAX (027)361-9139 
FAX の 28)632-5205 
FAX (0276 口 8-5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX (029)8：36-1913 


干 95 日-0864 
干 95 巳-0864 
干 950-08 已5 
干 381-0022 
干 399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
干 930-098 己 
干91 8-8237 


TEU 0256)32-2126( 代表） 
TEU 0256)32-2129( 代表） 
TEU 025)286-9131( 代表） 
TEL (026)221-51 11 ( 代表） 
TEU 0263)26-0051 (代表） 

TEU 076)260-0567( 代表） 
TEU 076 に 60-0038( 代表） 
TEU 076)444-0567( 代表） 
TEU 0776)23-0567( 代表） 


FAX の 256)35-851 9 
FAX の 256)32-21 37 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の％)221 -0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX の 76)260-0775 
FAX の 76)260-0738 
FAX の 76)444-06 11 
FAX の 776)23-0580 


東北地区 


青 森 ま； 店 
青森サービス它ン ター 
秋旧営業所 
秋旧サービス t ン ター 
八戸営業所 
八戸サービスじンター 
弘前営業所 
弘前サービス它ン ター 
盛岡営業所 
盛岡サービスじン ター 
水お営業所 


青森市ち館1了目 12-38 
青森市ろ館1了目 12-38 
秋田市泉年 I 央4 了目 4-1 8 
秋田市外旭川兰千刈 109-1 
八戸市売市 4 T 目 4-7 
八戸巿売巿4 了目 4-7 
弘前市田園 1-2-1 
弘前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州市水お区水;尺工業団地 4 T 目79 


札幌市白石区平和お1 6 T 目南1 -1 9 〒〇 03-0028 

札幌巿白石区米里3条 2 T 目 6-25 干 003-0873 

函館市西悟便の2 1-2 干04 1-0824 

旭り怖東旭 J 11南1条 2 T 目2-已 干 078-826 1 

帯広市西18条北1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

訓路巿巧園の 4-1 7 〒〇 85-0038 

化見市美ち ffljg - l - 30 干 090-0064 


TEUOl 1)864-0440( 代表） 
TEUOl 1)879-2121( 代表） 
TEL の 138)48 -目070(代表） 
TEL の 166)37-2330( 代表） 
TEUOl 已 5)35-751 8(代表） 
TEL の 154)24-41 91(代表） 
TEUOl 已 7)26-21 03(代表） 


FAX の11 )863-31 日4 
FAX の1 1)871-2400 
FAX の 138)48-6080 
FAX の 166)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-2107 


北海道地区 


沖縄地区 


ミ中縄営業所宜野湾市宇地泊738 

シーサイド•パーク102 


干901 -2227 TEU 098)897-5677( 代表 ） FAX の 98)897 — 5679 


12041102 


本な-工場兰条市東新保 7-7 
柏崎工場 柏崎巿宝の 2-58 
長岡工場長岡市下条の倉ノ浦1069 


干9日 5-8510 TEL (0256)32-21 11(大代表） 
干 945-081 7 TEL (0257)23-5175( 代表） 

干 940-1 146 TEL (0258)22-2121 (代表） 


がぶ含な 


ホームページ http : 


3 D * 

p :// www . corona . co . jp / 


お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□(こごす目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話塞号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 
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営 

-営営営営営 
山 
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夕 
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島 
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営営 


営営営営 


岡 
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福福北鹿熊長宮大 


店-所所所所所 
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- 業業業業業 

ミ它 

営営営営営 

幌一 

サ館川広路見 

幌 
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